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い Publish and Perishへ，そして，現在では，研究を続けるた
























































































































































of the American Medical Association）に 2002年に発表された研
究から，「レフェリー名を隠さないオープン・ピアレビュー
と匿名の審査との比較調査をもとに，両方式による審査の質
に差が見られないことを検証し，オープン・ピアレビューの
採用を支持した」ことが紹介されている。同じく有力な医学
雑誌BMJ誌（British Medical Journal）が，1999年よりオープン・
ピアレビュー方式を実行していることも紹介されている。論
文審査は，投稿者だけでなく査読者の力量が評価される場で
もある。そして，良い査読は，その学術雑誌の評価を高める
ことにもつながる。編集者は良い査読を得るために，ノー・
ブラインド制への移行を真剣に議論する必要があるだろう。
東海支部会の「陸の水」論文集では，担当編集委員名を各論
文に記載する仕組みを取り入れ，査読における責任の明確化
をささやかながら進めている。
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